
10 月 31 日のハロウィンをお祝いするイベントが開催され、
かわいい仮装をした皆さんがパレードに参加しました。

ハッピーハロウィン！

発　 行 千葉県長生郡一宮町
編　 集 一宮町役場秘書広報課
電　 話 0475（42）2111（代）
人　 口 12,512 人（−29人）
男 6,180 人（−29人）
女 6,332 人（± 0 人）

世帯数 5,400世帯（−25世帯）
面　 積 22.97 k ㎡
※平成 30年 11月 1日現在

（　）内は前月比
ホームページ
http://www.town.ichinomiya.chiba.jp

平成30年11 月号
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飲
食
店
な
ど
新
た
な
起
業
も
創
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
運
営
は
、
町
と
民
間
企
業
が
出
資
し
た
、
ま
ち
づ

く
り
会
社
「
㈱
一
宮
リ
ア
ラ
イ
ズ
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
で
は
当
初
、
移
住
者
や
サ
ー
フ
ァ
ー

を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
移

住
者
向
け
お
試
し
住
宅
）②
サ
ー
フ
ィ
ン
セ
ン
タ
ー（
サ
ー

フ
ァ
ー
向
け
案
内
施
設
）
③
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
新
た

な
働
く
場
所
の
提
供
）
の
３
事
業
を
行
い
、
賃
料
や
利
用

料
の
収
入
な
ど
を
得
て
会
社
を
維
持
し
て
い
く
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
サ
ー
フ
ィ
ン
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
交
付
金
の
使
用
条
件
な

ど
が
一
部
変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
必
要
な
財
源
が

確
保
で
き
ず
、
工
事
着
手
へ
の
見
込
み
は
立
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

現
在
、
実
稼
働
し
て

い
る
の
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
み
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
、
会

社
設
立
当
初
は
、
収
益

が
少
な
い
状
況
で
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
Ｓ

Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
、

ほ
ぼ
満
室
状
態
に
あ

り
、
安
定
し
た
収
入
が

確
保
で
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
会
社
経
営
に
つ

い
て
は
特
に
問
題
な
い

状
態
で
す
。

【
問
合
せ
】　
企
画
課　
☎
�
２
１
１
３

地
方
創
生 

一
宮
町
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
進
捗
状
況

▲ ＳＵＺＵＭＩＮＥ（すずみね）

▲ 小学校のプログラミング教室

▲ ４月にオープンした観光拠点施設

　
地
方
創
生
と
は
、
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
な
ど
の

課
題
に
対
し
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
、
自

立
的
か
つ
持
続
的
な
社
会
の
創
生
を
目
指
す
も
の
で
す
。

町
で
は
、
サ
ー
フ
ォ
ノ
ミ
ク
ス
（
サ
ー
フ
ァ
ー
の
経
済

効
果
）
を
中
心
に
、
移
住
者
を
増
や
す
こ
と
や
、
駅
周
辺

な
ど
陸
側
へ
も
経
済
効
果
が
波
及
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

国
の
財
政
支
援
策
を
活
用
し
て
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま

し
た
。

一
宮
町
の
主
な
地
方
創
生
事
業

複
合
施
設
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
す
ず
み
ね
）
と

　
株
式
会
社
一
宮
リ
ア
ラ
イ
ズ
の
運
営
状
況

　
新
た
な
働
く
場
の
提
供
と
し
て
、
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
（
国
１
０
０
％
）
を
活
用
し
、
一
宮
商
店
街
の
２
つ

の
空
き
店
舗
を
改
修
し
、
平
成
29
年
７
月
に
運
営
が
開
始

さ
れ
た
、
複
合
施
設
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
す
ず
み
ね
）

に
つ
い
て
、
現
在
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

施
設
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
（
２
部
屋
）、
飲
食

店
（
１
部
屋
）、事
務
所
（
３
部
屋
）、計
６
部
屋
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
者
と
利
用
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

他
、
フ
リ
ー
デ
ス
ク
（
共
有
事
務
ス
ペ
ー
ス
）
利
用
契
約

者
が
５
名
で
す
。
現
在
、空
き
部
屋
は
残
り
１
（
事
務
所
）

と
な
り
、
ほ
ぼ
満
室
の
状
況
で
す
。
こ
の
施
設
か
ら
、
町

で
観
光
業
を
営
む
法
人
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
会
社
、

地方創生の推移

2014年
（平成 26年）

2017年
（平成 29年） 上昇率

観 光 客 数 696,736 人 737,416 人 105.8%

宿 泊 者 数 43,706 人 48,751 人 111.5%

転 入 者 数 551人 567人
（985人）※ 102.9%

合計特殊出生率 １．２０ １．６２ 0.42pt

※ �2017 年（平成 29年）の転入者数 985人の内、418人は
外国人研修生です。985人－ 418人＝ 567人
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3 Ichinomiya

▲ 役場屋上から見た田園地帯。
この地域の耕地整理に久宜が関わった。

計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
周
辺
住
民
の
反

対
や
「
祟
り
田
」
の
迷
信
も
あ
り
、
難
航
し

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
中
村
ら
は
久
宜
を
整
理
組
合
長
に

招
き
ま
す
。
か
つ
て
の
藩
主
・
殿
様
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
反
対
し
て
い
た
人
々
も
し
ぶ

し
ぶ
従
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）

３
月
に
耕
地
整
理
は
終
了
、
総
額
で

１
７
９
５
０
円
（
現
在
の
貨
幣
価
値
で
約

６
０
０
０
万
円
）
の
費
用
を
投
じ
た
と
い
い

ま
す
。

　
耕
地
整
理
に
よ
り
、
一
宮
は
農
業
面
で
も

飛
躍
的
に
発
展
し
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
事

業
に
は
久
宜
だ
け
で
な
く
、
中
村
元
町
長
を

中
心
と
し
た
町
民
有
志
の
努
力
が
あ
っ
た
事

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
全
国
農
事
会
会
長
、
鹿
児
島
県
知
事
時
代

の
農
政
改
革
な
ど
、
農
業
に
大
き
な
か
か

わ
り
を
持
っ
て
い
た
加
納
久
宜
。「
日
本
農

政
の
父
」
と
も
称
さ
れ
る
久
宜
は
、
近
年
の

研
究
で
、
生
家
の
立
花
家
の
本
家
・
柳や

な

川が
わ

立

花
家
の
当
主
・
立
花
寛と

も

治は
る

（
１
８
５
７
～

１
９
２
９
）
に
対
し
て
農
業
面
で
様
々
な
助

言
を
行
っ
て
い
た
事
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　

久
宜
の
一
宮
で
の
農
業
面
で
の
活
躍
は

「
耕
地
整
理
」
で
す
。
古
代
以
来
、
現
在
の

国
道
付
近
よ
り
東
側
は
湿
地
帯
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
明
治
中
期
ま
で
の
人
々
の
生
活
の

中
心
は
漁
業
を
除
い
て
は
、
玉
前
神
社
周
辺

と
現
在
の
外
房
線
の
線
路
の
西
側
地
域
で
し

た
。

　
現
在
、
一
宮
停
車
線
の
両
脇
に
は
水
田
が

広
が
り
、
家
も
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

地
域
の
耕
地
整
理
を
進
め
る
こ
と
に
一
役
買

っ
た
の
が
久
宜
で
す
。

　
こ
の
地
域
の
耕
地
整
理
が
動
き
始
め
た
の

は
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）
11
月
、
久
宜
が

町
長
に
就
任
す
る
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。
元
一
宮
町
長
・
中
村
祐
吉
郎
を
中
心
に

現
在
の
上
総
一
ノ
宮
駅
の
東
側
約
百
五
十
四

町
五
反
余
（
約
１
５
３
万
㎡
）
の
耕
地
整
理

【
問
合
せ
】　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

３
７
０
０
人
、
定
数
の
半
分
以
上
も
水
増
し

し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
ま
た
、
地
方
自

治
体
で
は
、
約
３
８
０
０
人
の
水
増
し
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
も
、
め
が
ね
を
か
け
な
い
状
態
で
視

力
が
０・
１
以
下
だ
と
か
、
亡
く
な
っ
た
方

を
算
入
す
る
と
か
、
誰
で
も
お
か
し
い
と
思

う
事
例
を
障
害
者
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
水
増
し

を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
あ
き
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
事
態
は
、
20
年
ほ
ど

続
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
深
刻
な
事
態
に
対
し
、
検
証
の

た
め
に
組
織
さ
れ
た
第
三
者
委
員
会
は
、「
故

意
性
・
意
図
性
は
認
定
で
き
な
い
」
と
の
結

論
を
下
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
人

が
障
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

は
、
こ
う
し
た
運
用
が
お
か
し
い
と
い
う
こ

と
に
、
気
づ
い
て
い
る
人
が
必
ず
い
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
こ
と

は
、
先
例
踏
襲
で
波
を
立
て
な
い
と
い
う
、

よ
く
な
い
役
人
気
質
の
な
せ
る
業
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

わ
た
く
し
ど
も
一
宮
町
と
し
て
は
、今
回
、

日
本
の
官
公
庁
が
さ
ら
し
た
こ
の
救
い
が
た

い
「
醜
態
」
を
、
自
ら
へ
の
戒
め
と
受
け
止

め
、
法
令
を
遵
守
し
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
公

正
な
行
政
を
貫
い
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

最
近
、全
国
的
に
話
題
に
な
っ
た
こ
と
に
、

政
府
機
関
お
よ
び
地
方
自
治
体
が
、
障
害
者

雇
用
に
関
し
て
、法
律
の
規
定
に
反
し
て「
水

増
し
」
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
件
で
、
一
宮
町
の
状
況
は
ど
う
か
、
ご
関

心
を
お
持
ち
の
町
民
の
方
々
も
多
い
と
存
じ

ま
す
。
一
宮
町
で
は
、
現
在
、
お
二
人
の
方

を
正
規
職
員
と
し
て
お
迎
え
し
て
お
り
、
国

の
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

こ
の
「
水
増
し
」
は
大
変
深
刻
な
法
律
違

反
で
、
政
府
機
関
や
地
方
自
治
体
で
は
決
し

て
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
態
で
す
。
そ
も

そ
も
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
を
作
っ
て
、
国

民
に
対
し
て
そ
う
し
た
義
務
を
課
し
た
の

は
、
日
本
政
府
で
す
。
そ
れ
が
、
政
府
の
各

省
庁
で
、
水
増
し
を
す
る
な
ど
、
断
じ
て
許

さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
、
平
然
と
大

規
模
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本

社
会
の
劣
化
を
示
す
も
の
と
い
う
べ
き
で

す
。
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、こ
の
法
律
は
、

民
間
の
企
業
に
対
し
て
、
法
定
雇
用
率
を
下

回
っ
た
場
合
、
1
人
あ
た
り
月
額
5
万
円
の

納
付
金
を
納
め
る
こ
と
を
命
じ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、行
政
機
関
に
は
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
か
ど
う
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
内
閣
府
や
総
務
省
、
法
務
省
な

ど
、33
あ
る
国
の
機
関
の
う
ち
28
に
お
い
て
、 No.29

一宮町長
馬淵 昌也

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
加
納
家
と
一
宮
」

⑧
加
納
久
宜
と
一
宮
町
政
⑵
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※（　）内は対前年度※（　）内は対前年度

町税
　14億3,679万円、29.4％
　（4,789万円増、3.4％増）

町税
　14億3,679万円、29.4％
　（4,789万円増、3.4％増）

地方交付税
　11億5,119万円、23.5％
　（4,592万円減、3.8％減）

地方交付税
　11億5,119万円、23.5％
　（4,592万円減、3.8％減）

国庫支出金
　4億8,727万円、10.0％
　（1,502万円増、3.2％増）

国庫支出金
　4億8,727万円、10.0％
　（1,502万円増、3.2％増）

県支出金
　3億3,925万円、6.9％
　（1億5,245万円減、31.0％減）

県支出金
　3億3,925万円、6.9％
　（1億5,245万円減、31.0％減）

繰入金
　2億8,798万円、6.3％
　（2億7,011万円減、48.4％減）

繰入金
　2億8,798万円、6.3％
　（2億7,011万円減、48.4％減）

繰入金
　3億205万円、6.2％
　（2億1,527万円増、248.1％増）

繰入金
　3億205万円、6.2％
　（2億1,527万円増、248.1％増）

繰越金
　2億6,689万円、5.4％
　（3,095万円増、13.1％増）

繰越金
　2億6,689万円、5.4％
　（3,095万円増、13.1％増）

町債
　2億2,350万円、4.6％
　（4,260万円増、23.5％増）

町債
　2億2,350万円、4.6％
　（4,260万円増、23.5％増）

地方消費税交付金
　1億8,168万円、3.7％
　（725万円増、4.2％増）

地方消費税交付金
　1億8,168万円、3.7％
　（725万円増、4.2％増）

その他　5億536万円、10.3％その他　5億536万円、10.3％

■特別会計の状況

会　計　名 歳入決算額
歳出決算額

対前年度
増減率 歳入歳出差引

国民健康保険事業
１８億４，２９３万円 1.0％増

９，２８６万円
１７億５，００７万円 1.1％減

介 護 保 険
１０億５，９８８万円 1.5％増

１，４４５万円
１０億４，５４３万円 3.1%増

後期高齢者医療
１億４，０３４万円 5.2％増

−
１億４，０３４万円 5.3％増

農業集落排水事業
９，９４２万円 2.7％減

５１７万円
９，４２５万円 5.9％減

合 　 　 計
３１億４，２５７万円 1.2％増

１億１，２４８万円
３０億３，００９万円 0.4％増

一般会計歳入総額　48億9,398万円
（対前年度　2億67万円増、4.3％増）

平
成
29
年
度
の

歳
入
歳
出
決
算
を
公
表
し
ま
す
！

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
等
が
ど
れ
だ
け
町
に
入

り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

◎
主
な
歳
入
の
概
要

最
終
予
算
額
５0
億
９
４
４
２
万
円
に

対
し
、
歳
入
総
額
は
48
億
９
３
９
８
万

円
、
歳
出
総
額
は
4５
億
３
８
０
４
万

円
に
な
り
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額

を
差
引
い
た
額
は
３
億
５
５
９
４
万

円
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
の
財
源

１
億
２
９
４
１
万
円
を
差
引
い
た
実
質
収

支
額
は
２
億
２
６
５
３
万
円
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
町
の
貯
金
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
や
公
共
施
設

の
老
朽
化
な
ど
を
見
据
え
、
公
共
施
設

整
備
基
金
を
中
心
に
１
億
７
７
４
１
万

円
の
積
立
を
し
ま
し
た
が
、
財
源
補
填

や
駅
東
口
開
設
基
本
調
査
委
託
事
業
な

ど
に
伴
う
基
金
取
崩
し
に
よ
り
、
合
計

２
億
９
７
９
４
万
円
を
取
崩
し
ま
し
た
の

で
、
総
額
１
億
２
０
５
３
万
円
の
減
額
と

な
り
、
年
度
末
残
高
で
1７
億
６
７
５
６
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
約
30
％
を
占
め
る
町
税
は
、
緩

や
か
な
景
気
の
回
復
や
新
築
家
屋
の
増
加

な
ど
に
よ
り
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

が
増
加
し
、過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
単
位
費
用
の

見
直
し
に
よ
り
包
括
算
定
経
費
が
減
少
し

た
こ
と
に
加
え
、
町
税
の
増
加
が
要
因
と

な
り
４
５
９
２
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
地
方
創
生
関
連
事
業

補
助
金
な
ど
減
少
要
因
が
あ
る
も
の
の
一

宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
運
営
費
負
担
金
や
道

路
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
が
要
因
と
な
り

１
５
０
２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

県
支
出
金
は
、
一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園

運
営
費
負
担
金
や
農
業
の
被
災
者
向
け
経

営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
増
額

要
因
が
あ
る
も
の
の
一
宮
ど
ろ
ん
こ
保

育
園
建
設
事
業
の
終
了
が
要
因
と
な
り

１
億
５
２
４
５
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

町
債
は
駅
前
観
光
拠
点
施
設
整
備
事
業

や
町
道
整
備
事
業
に
係
る
借
入
金
に
伴
い

４
２
６
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
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5 Ichinomiya

※（　）内は対前年度※（　）内は対前年度

民生費
　11億4,928万円、25.3％
　（1億9,245万円減、14.3％減）

民生費
　11億4,928万円、25.3％
　（1億9,245万円減、14.3％減）

総務費
　10億9,263万円、24.1％
　（1億8,009万円増、19.7％増）

総務費
　10億9,263万円、24.1％
　（1億8,009万円増、19.7％増）

衛生費
　4億4,958万円、9.9％
　（4,691万円増、11.6％増）

衛生費
　4億4,958万円、9.9％
　（4,691万円増、11.6％増）

公債費
　3億6,478万円、8.0％
　（620万円減、1.7％減）

公債費
　3億6,478万円、8.0％
　（620万円減、1.7％減）

諸支出金
　3億9,362万円、8.7％
　（1,411万円増、3.7％増）

諸支出金
　3億9,362万円、8.7％
　（1,411万円増、3.7％増）

教育費
　2億8,511万円、6.3％
　（2,544万円増、9.8％増）

教育費
　2億8,511万円、6.3％
　（2,544万円増、9.8％増）

土木費
　2億4,412万円、5.4％
　（2,861万円増、13.3％増）

土木費
　2億4,412万円、5.4％
　（2,861万円増、13.3％増）

消防費
　2億1,176万円、4.7％
　（1,167万円増、5.8％増）

消防費
　2億1,176万円、4.7％
　（1,167万円増、5.8％増）

その他　3億4,716万円、7.6％その他　3億4,716万円、7.6％

一般会計歳出総額　45億3,804万円
（対前年度　1億1,162万円増、2.5％増）

町の借入金
34億4,488万円

（１人当たり 27 万 6,608 円）

町民１人当たり
が納めた税金

11万5,368円
（対前年度 3,251円増）

町民１人当たり
に使われたお金

36万4,384円
（対前年度 7,069円増）

町の財産
貯金	 17億6,756万円

（１人当たり 14万1,927円）
土地	89万8,735㎡
建物	 2万7,191㎡

※�１人当たりの算出には
平成 30 年 3 月 31 日現
在の人口を使用してい
ます。　（12,454 人）

◎
主
な
歳
出
の
概
要

■
一
般
会
計
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
貯
金
の
推
移0

 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度

2
4
6
8
10
12

（単位：億円）
10.410.4 10.210.2 10.610.6

6.96.9

9.19.1

11.811.8

6.96.9 6.36.3

12.512.5

6.46.4

10.510.5

7.27.2

そ
の
他
の
基
金

そ
の
他
の
基
金

財
政
調
整
基
金

財
政
調
整
基
金

■平成29年度の主要事業
□防災行政無線更新事業
　・ 現在の規格無線が平成34年11月末をもって

使用不可となることから、平成35年度の完全
デジタル化に向けて年次計画（7年間）で整
備を引き続き実施しています。(4,536万円)

□天道跨線橋通り改良事業（町道１－７号線）
　・ 交通量が多く、歩道もなく大変危険である町道1-7

号線の道路改良事業を引き続き実施しています。
　※事業完了は34年度となります。(4,838万円)
□小中学校エアコン設置事業
　・ 町内の小中学校にエアコンを設置し、教育環

境の充実を図りました。
　※債務負担終了は42年度となります。(438万円)
□ＧＳＳセンター床改修事業
　・ 老朽化によるアリーナ床下のスプリング機能の

改修を実施し、施設機能の向上を図りました。
 　（2,074万円）

民
生
費
は
、
一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
の

民
営
化
に
よ
る
施
設
型
給
付
費
や
障
害
者

自
立
支
援
事
業
な
ど
の
増
加
要
因
が
あ
る

も
の
の
一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
建
設
事
業

の
終
了
が
要
因
と
な
り
１
億
９
２
４
５
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費
は
、
地
方
創
生
加
速
化
事
業
の

終
了
な
ど
減
額
要
因
が
あ
る
も
の
の
今
後

の
公
共
施
設
整
備
の
た
め
の
公
共
施
設
整

備
基
金
へ
の
積
立
て
や
駅
前
観
光
拠
点
施

設
整
備
事
業
費
の
増
加
な
ど
が
要
因
と
な

り
１
億
８
０
０
９
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

衛
生
費
は
、
予
防
接
種
事
業
費
の
増
加

や
、
し
尿
処
理
施
設
建
設
に
伴
う
長
生
広

域
負
担
金
（
環
境
費
）
が
増
加
す
る
な
ど

４
６
９
１
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

公
債
費
は
、
６
２
０
万
円
減
少
の

３
億
６
４
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
公

債
費
は
特
に
弾
力
性
の
乏
し
い
経
費
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
推
移
に
は
細
心

の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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広報 6

全ての指標で基準値をクリア
～町の健全化判断比率・資金不足比率（平成29年度決算）～

■
健
全
化
判
断
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

　
　

普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
収
支

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
を
表
す
も
の
で
、
黒
字
の
場
合

は
数
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　

一
般
会
計
の
他
、
全
て
の
特
別

会
計
に
お
け
る
実
質
収
支
額
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
表

す
も
の
で
、
黒
字
の
場
合
は
数
値

が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
公
債

費
や
債
務
負
担
行
為
償
還
額
の
他
、

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
や

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
と

い
っ
た
一
部
事
務
組
合
の
公
債
費

（
町
負
担
分
）
を
含
め
た
、
実
質
的

な
公
債
費
相
当
額
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
。

④
将
来
負
担
比
率

　
　

地
方
債
現
在
高
・
債
務
負
担
行

為
の
翌
年
度
以
降
支
出
予
定
額
・

一
部
事
務
組
合
な
ど
の
地
方
債
の

元
利
償
還
金
に
充
て
る
負
担
見
込

額
・
退
職
手
当
支
給
予
定
額
の
う

ち
一
般
会
計
な
ど
負
担
見
込
額
を

合
算
し
た
、
将
来
町
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
。

■
資
金
不
足
比
率

　
　

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
を
判

断
す
る
指
標
で
、
公
営
企
業
毎
の

資
金
不
足
額
が
事
業
規
模
に
対
し

て
、
ど
の
程
度
あ
る
か
を
示
す
も

の
で
、
黒
字
の
場
合
は
数
値
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、『
北
海
道
夕
張
市
の
財
政

破
綻
問
題
』
等
を
教
訓
に
地
方
公
共
団
体

が
財
政
破
綻
に
陥
る
前
の
「
早
期
健
全
化

基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
を
定
め
、
早

期
に
財
政
状
況
の
是
正
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

町
で
は
全
て
の
比
率
が
基
準
値
を
ク
リ

ア
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
（
議
会
の
議

決
）
や
外
部
監
査
の
要
求
が
義
務
付
け
ら

れ
、
毎
年
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、

公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
再
生
計
画
の
策
定
（
議
会
の
議
決
・

総
務
大
臣
へ
の
協
議
）
や
外
部
監
査
の
要

求
が
義
務
付
け
ら
れ
、
国
な
ど
の
関
与
の

も
と
確
実
に
財
政
再
生
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
地
方
債
発
行
の

制
限
や
財
政
運
営
が
計
画
に
適
合
し
な
い

場
合
な
ど
は
、
予
算
の
変
更
を
勧
告
さ
れ

ま
す
。

◇ 

財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）

を
超
え
る
と
？

◇ 

早
期
健
全
化
基
準
・
経
営
健
全
化

基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
を
超

え
る
と
？

各
比
率
の
解
説

■健全化判断比率の状況 （単位：％）

健 全 化 判 断 比 率 平成29年度 平成28年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

① 実 質 赤 字 比 率 ― ― 15.00 20.00
② 連結実質赤字比率 ― ― 20.00 30.00
③ 実質公債費比率 6.2 6.5 25.0 35.0
④ 将 来 負 担 比 率 17.5 15.3 350.0

■資金不足比率の状況 （単位：％）

会 計 名 等 平成29年度 平成28年度 経営健全化基準
（イエローカード）

農業集落排水事業特別会計 ― ― 20.0

健全化判断比率の対象範囲は？
　対象会計などを図にすると次のようになります。

一
　
宮
　
町

普通会計 一　　般　　会　　計

公
営
事
業
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

公営企業会計 農業集落排水事業特別会計

長 生 広 域 な ど の 一 部 事 務 組 合 ・ 広 域 連 合 な ど

地 方 公 社 ・ 第 三 セ ク タ ー な ど

①実質赤字
比率

①実質赤字
比率

資金不足
比率

資金不足
比率

④

　将

　来

　負

　担

　比

　率

④

　将

　来

　負

　担

　比

　率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③ 

実 

質 

公 

債 

費 

比 

率

③ 

実 

質 

公 

債 

費 

比 

率
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7 Ichinomiya

平成30年度上半期の財政状況（４月１日～９月30日）
一般会計予算額　46億748万円（収入率 55.4%　支出率 38.6％）

平成 30 年度の一般会計予算は、43 億 2,500 万円でスタートしましたが、9 月末現在において、
情勢の変化などに伴う 7 回の補正と前年度からの繰越予算を加え、46 億 748 万円となっています。
今回は、皆さんに平成 30 年度上半期の予算執行状況をお知らせします。

※上段：予算現額、下段：収入済額・支出済額、（　　）内：収入率・支出率を表す。
※予算現額には、平成 29年度からの繰越額（1億 2,941 万円）を含む。

 予算現額　46億748万円
 収入済額　25億5,415万円（55.4％）

歳入 予算現額　46億748万円
支出済額　17億7,628万円（38.6％）

歳出

町　税

総務費地方交付税

民生費

繰入金

繰越金

町　債

諸支出金県支出金

教育費

公債費

地方消費税
交付金

国庫支出金 衛生費

農林水産
業費

土木費

その他 その他

13億7,625万円
 8億9,399万円
    （65.0％）

 11億9,540万円
  5億1,425万円
     （43.0％）

10億5,000万円
 7億8,896万円
    （75.1％）

9億4,076万円
3億6,191万円
   （38.5％）

 4億2,664万円
 1億3,044万円
     (30.6％）

4億5,186万円
　 2億 619万円
   （45.6％）

 3億4,181万円
 　 5,099万円
     (15.0％）

3億8,991万円
6,500万円

   （16.7％）
 3億2,383万円
 　     0万円
     　（0％）

3億6,332万円
　 1億5,007万円
   （41.3％）

 2億2,580万円
    　　0万円
    　 （0％）

3億4,574万円
1億4,188万円
   （41.0％）

 2億1,457万円
 3億5,594万円
    （165.9％）

2億4,470万円
5,699万円

   （23.3％）
 1億9,500万円
 1億1,195万円
   （57.4％）

2億3,677万円
　 5,637万円
   （23.8％）

 4億5,358万円
 2億2,188万円
    （48.9％）

4億3,902万円
2億2,362万円
   （50.9％）

一般会計の状況

特別会計の状況

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険事業 １４億９，７８１万円 ７億 １０７万円 ４６．８％ ５億５，２５０万円 ３６．９％

介 護 保 険 １０億６，９５３万円 ４億４，２８９万円 ４１．４％ ４億２，１５４万円 ３９．４％

後期高齢者医療 １億５，０３８万円 ５，６５８万円 ３７．６％ ３，４２８万円 ２２．８％

農業集落排水事業 ９，６６７万円 ５，１４３万円 ５３．２％ ３，６６０万円 ３７．９％
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▲ 山田　和雄さん▲ 渡邉　惠之助さん

▲ 中村会長（左） ▲ 左から白井社会福祉協議会長、齋藤理事、石川会長

　

２
０
２
０
年
、
千
葉
県
で
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
８
種
目
の

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
会

場
地
で
あ
る
一
宮
町
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
も
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
理
解
を
深
め
、
東
京

２
０
２
０
大
会
の
成
功
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。（
※
参
加
無
料
）

◆
と　
き　

�

12
月
1５
日
（
土
）　

午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

（
開
場
午
後
１
時
）

◆
と
こ
ろ　
一
宮
シ
ー
サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ

　
　
　
　
　
ア
ル
フ
ァ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

■ 

申
込
先
・
問
合
せ　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
課　
☎
�
２
１
８
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
０
７
５

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
開
催
！

◆
テ
ー
マ　
「
共
生
社
会
」
実
現
へ
の
道

　
　
　
　
　
～
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
と
東
京
２
０
２
０

　
　
　
　
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
向
け
て
～

◆
講　
師　

�

公
益
財
団
法
人
日
本
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
常
務
理
事

　
　
　
　
　

�

日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋�

秀
文�

氏

◆
定　
員　

�

１
８
０
人

　
　
　
　
　
（
申
込
多
数
の
場
合
先
着
順
）

◆�
申
込
方
法　

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電

話
番
号
、
住
所
（
市
町
村
名
ま
で
）
を

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進

課
窓
口
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
込

く
だ
さ
い
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
））

◆
申
込
期
限　
12
月
10
日
（
月
）

　
一
宮
町
つ
く
も
会
へ
千
葉
県
警
か
ら
電

話
de
詐
欺
撲
滅
に
向
け
た
広
報
啓
発
活
動

へ
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

感
謝
状
は
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
固
定

電
話
機
の
留
守
番
設
定
を
行
う
『
電
話
de

詐
欺
撲
滅
運
動
』
へ
の
参
加
協
力
に
対
し

て
感
謝
し
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
日
頃

か
ら
、
地
域
福
祉
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
10
月
13
日
に
Ｇ
Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
第
4５
回
長
生
郡
市
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
一
宮
町
障
害
者
福
祉
会
が
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
通
じ
て
体
力
の
維
持
増
強
、
残
存
能
力

の
向
上
、
更
正
意
欲
の
発
揚
等
を
図
る
と

と
も
に
、
相
互
の
親
睦
を
図
り
障
害
者
の

福
祉
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日

は
、
輪
投
げ
、
車
い
す
ダ
ッ
シ
ュ
等
の
個

人
競
技
に
加
え
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ダ
ー
ツ
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
等
の
団
体
競
技
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回
教
育

委
員
会
会
議
に
お
い
て
、
新
教
育
委
員
長

に
山
田
和
雄
さ
ん
（
２
区
）、
委
員
長
職

務
代
理
者
に
渡
邉
惠
之
助
さ
ん
（
東
浪
見

こ
ど
も
園
園
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
４
５
７
４

電
話
de
詐
欺
撲
滅
に
向
け
た
広
報
啓
発
活
動
へ
の
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

～
一
宮
町
つ
く
も
会
～

第
45
回
長
生
郡
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
優
勝 

～
一
宮
町
障
害
者
福
祉
会
～

新
教
育
委
員
長
・
委
員
長
職
務
代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

9 Ichinomiya

　
平
成
31
年
２
月
、一
宮
藩
最
後
の
藩
主・

加
納
久
宜
の
没
後
１
０
０
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
節
目
の
年
に
向
け
て
機
運
醸
成

の
た
め
連
続
講
座「
加
納
家
と
一
宮
」（
全

５
回
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
回
目
と
な
る
今
回
の
講
座
は
、
久

宜
の
生
家
で
あ
る
三み

い
け池

立
花
家
、
本
家
の

柳や
な
が
わ川

立
花
家
と
久
宜
の
関
係
を
中
心
に
お

話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
今
ま
で
あ
ま
り
語

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

平
成
30
年
度
文
化
財
連
続
講
座「
加
納
家
と
一
宮
」第
３
回「
加
納
久
宜
と
華
族
社
会
」

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
久
宜
の
一
面
に

迫
り
ま
す
。

◆
と　
き　
平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
（
午
後
３
時
頃
終
了
予
定
）

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
大
会
議
室　

◆
講　
師　

�

内
山�

一
幸�

氏
（
大
阪
経
済

大
学
経
済
学
部
講
師
）

※
入
場
無
料
、
申
込
み
不
要

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
替

〇
月
々
50
円
割
引
「
早
割
制
度
」

　
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付

す
る
こ
と
で
、月
々
５0
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

〇「
６
か
月
前
納
」「
１
年
前
納
」「
２
年
前
納
」

　
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
の
で

大
変
お
得
で
す
。

◆
申
込
み
先

　
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所◆
必
要
な
も
の

　
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金

融
機
関
届
出
印

　
６
月
に
行
っ
た
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
12
月
ま
で
医
療
機
関
で

の
個
別
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
対
象
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
方
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
ま
た
は
福

祉
健
康
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
現

在
医
療
機
関
受
診
中
の
方
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
実
施
期
限　
12
月
2５
日
（
火
）
ま
で

◆
契
約
医
療
機
関

・
秋
場
医
院　
・
い
ち
の
み
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
清
水
医
院　
・
藤
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
長
島
医
院　
・
よ
ね
も
と
整
形
外
科

■ 

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　
☎
０
５
７
０
（
05
）
１
１
６
５

千
葉
年
金
事
務
所　
☎
０
４
３
（
２
４
２
）
６
３
２
０

■ 

問
合
せ　
住
民
課　
☎
�
１
４
２
３

　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

12
月
ま
で
で
す
！
個
別
健
診

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
納
付
し
ま
す
。

〇「
６
か
月
前
納
」「
１
年
前
納
」「
２
年
前
納
」

　
現
金
納
付
と
同
じ
割
引
額
と
な
り
、
納

め
忘
れ
が
な
い
の
で
便
利
で
す
。

◆
申
込
み
先

　
年
金
事
務
所

◆
必
要
な
も
の

　
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
（
カ
ー
ド
名
義
人
が
本
人
・
配

偶
者
以
外
の
場
合
は
、
カ
ー
ド
名
義
人
の

同
意
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。）

※�

町
外
の
契
約
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

住
民
課
ま
た
は
福
祉
健
康
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
自
己
負
担
額

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者　

２
０
０
０
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者　
無　
料

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

・�

集
団
健
診
と
個
別
健
診
の
両
方
を
受
診

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

同
じ
年
度
内
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
た
方
は
、
こ
の
個
別
健
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、個
別
健
診
を
受
診
し
た
場
合
は
、

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
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本
年
６
月
に
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す

る
地
震
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
児

童
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
故
が
再

び
発
生
し
な
い
よ
う
、
今
後
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
自
主
点
検
を
行
い
、
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
不
適

合
な
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、

改
修
等
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
県
で
は
、
児
童
の
通
学
時
に
お

け
る
安
全
確
保
を
目
的
に
、
小
学
校
を
中

心
と
し
た
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区
域

内
の
通
学
路
の
点
検
調
査
を
後
述
の
と
お

り
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
点
検
対
象
と
な
っ
た
ご
家
庭
に
は
、
点

検
結
果
及
び
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

資
料
等
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参

考
に
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 ■ 

問
合
せ　
千
葉
県
長
生
土
木
事
務
所
建
築
宅
地
課　
☎
０
４
７
５
（
２
４
）
４
２
８
６

小
学
校
の
通
学
路
に
面
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
調
査
の
お
知
ら
せ

◆�

対
象
区
域
、対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
小
学
校
を
中
心
と
し
た
半
径
約
５
０
０

メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
の
通
学
路
に
面
し
、

高
さ
が
１・
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
（
石
積
み
等
も
含
む
）。

◆
点
検
員

　
千
葉
県
職
員
及
び
市
町
村
職
員
（
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。）

◆
実
施
期
間

　
12
月
3
日
（
月
）
か
ら
28
日
（
金
）

◆
実
施
項
目

　
①��
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
つ

い
て
通
学
路
等
か
ら
、
目
視
点
検

を
行
い
ま
す
。

　
②��

対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
所

有
（
管
理
）
す
る
お
宅
に
、
点
検

結
果
の
お
知
ら
せ
や
点
検
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
資
料
等
を
配
布
（
投

函
）
し
ま
す
。

【
参
考
】
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全

点
検
に
つ
い
て
」

https://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/

ke
n
ch
iku
/ta

ish
in
ka
ish
u
u
/

cbanzen.htm
l

一
宮
聖
苑
は
、
一
宮
聖
苑
組
合
圏
内
で

あ
る
一
宮
町
、
長
生
村
、
睦
沢
町
、
白
子

町
、岬
町
（
現
い
す
み
市
の
旧
岬
町
地
域
）

の
住
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
昭
和
60

年
に
完
成
し
、
同
５
市
町
村
の
分
担
金
に

よ
る
共
同
出
資
と
一
宮
聖
苑
使
用
料
な
ど

で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
決
算
状
況

・�

歳
入
５
２
２
９
万
１
５
３
１
円
、歳
出

４
８
１
０
万
４
３
３
２
円
に
な
り
、歳
入

歳
出
差
引
残
額
は
４
１
８
万
７
１
９
９

円
に
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
上
半
期
決
算
状
況

・�

4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
予
算

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
財
産

・
土
地　
　
１
万
４
５
９
３
㎡

・
建
物　
（
火
葬
棟
）
３
７
１
．
７
３
㎡

　
　
　
　
（
待
合
棟
）
４
１
９
．
６
７
㎡

・
車
両　
　

２
台

・
基
金　
　
８
０
８
万
円

◆平成 29年度決算状況

■ 

問
合
せ　
一
宮
聖
苑
組
合 

事
務
局　
☎
�
１
４
３
０

一
宮
聖
苑
組
合
の
平
成
29
年
度
決
算
状
況
お
よ
び
平
成
30
年
度
上
半
期
執
行
状
況

歳　　入 決算額
（円）

比率
（％）

分担金および負担金 35,862,000 68.6
使用料および手数料 12,035,000 23.0
財 産 収 入 526 0.0
繰 越 金 4,319,342 8.3
諸 収 入 74,663 0.1
繰 入 金 0 0.0

計 52,291,531 100.0

歳　出 決算額
（円）

比率
（％）

議会費 193,018 0.4

総務費 24,677,970 51.3

衛生費 23,233,344 48.3

予備費 0 0.0

計 48,104,332 100.0

歳　　入 予算額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
（％）

分担金および負担金 35,750 28,600 80.0
使用料および手数料 11,290 4,612 40.9
財　産　収　入 1 0 0.0
繰　 越　 金 1,500 1,500 100.0
諸　 収　 入 44 7 15.9
繰　 入　 金 1 0 0.0

計 48,586 34,719 71.5

歳 出 予算額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議 会 費 207 16 7.7

総 務 費 24,060 9,921 41.2

衛 生 費 23,819 9,539 40.0

予 備 費 500 0 0.0

計 48,586 19,476 40.1

●財産
　・土地　　１万 4,593 ㎡
　・建物　　371.73 ㎡（火葬棟）　　419.67 ㎡（待合棟）
　・車両　　２台
　・基金　　808万円
●実績
　・火葬件数　728件

◆平成 30年度上半期執行状況
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歯
の
健
康
を
損
ね
る
と
、
呑
み
込
み
が

う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
食
べ
物
や
細
菌

が
気
管
に
入
っ
て
誤
嚥
性
肺
炎
に
な
っ
た

り
、
食
べ
物
が
う
ま
く
食
べ
ら
れ
ず
、
栄

養
状
態
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
町
で
は
、
寝
た
き
り
や
体
が
不
自
由
で

外
出
で
き
ず
、
歯
科
保
健
指
導
を
受
け
る

機
会
が
な
い
方
を
対
象
に
、
茂
原
市
長
生

郡
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
在
宅
歯

科
訪
問
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
6５
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方

・
障
害
な
ど
に
よ
り
外
出
困
難
な
方

　
町
で
は
「
身
近
な
行
政
」
や
「
住
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
町
と
町

民
と
の
連
携
、
協
力
関
係
を
構
築
す
る
た

め
、
行
政
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

行
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
第
２
部
と
し
て
、
上

総
一
ノ
宮
駅
東
口
設
置
工
事
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
み
・
問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

■ 

問
合
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
書
広
報
課
（
行
政
報
告
会
）　
☎
�
２
１
７
５

企
画
課
（
上
総
一
ノ
宮
駅
東
口
設
置
工
事
説
明
会
）　
☎
�
２
１
１
３

在
宅
歯
科
訪
問
を
受
け
ま
せ
ん
か
？

行
政
報
告
会
お
よ
び
上
総
一
ノ
宮
駅
東
口
設
置
工
事
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

※�

介
護
保
険
法
に
よ
る
歯
科
部
門
の
居
宅

療
養
管
理
指
導
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
方
及
び
施
設
入
所
者
は
除
き
ま

す
。

◆
検
査
内
容

１
．�

口
腔
ケ
ア
及
び
入
れ
歯
の
清
掃
な
ど

の
歯
科
保
健
指
導

２
．�

歯
周
病
、
む
し
歯
な
ど
に
対
す
る
応

急
処
置

３
．�

義
歯
の
調
整
及
び
修
理
等
の
応
急
的

措
置�

※�
町
内
の
協
力
歯
科
医
師
が
訪
問
し
ま
す

◆
費
用

　
一
年
に
一
回
限
り
で
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
以
後
の
治
療
が
必
要
な

場
合
は
保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。

◆
と　
き　
12
月
9
日
（
日
）

　
第
１
部　
行
政
報
告
会

　
　
　
　
　
午
前
9
時
か
ら
11
時

　
第
２
部　
上
総
一
ノ
宮
駅
東
口
設
置

　
　
　
　
　
工
事
説
明
会

　
　
　
　
　
午
前
11
時
1５
分
か
ら
12
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

　
電
気
機
器
に
使
用
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
は
、
廃
棄
物
の
適

正
保
管
・
期
間
内
処
理
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
業
務
用
・
施
設
用
蛍
光
灯
器
具
の
一
部

に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
の
安
定
器
が
あ
り
、

そ
の
処
理
期
間
は
平
成
3５
年
3
月
31
日
ま

で
で
す
。

　
未
処
理
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
把
握
の

■ 

問
合
せ　
千
葉
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
指
導
課　
☎
０
４
３
（
２
２
３
）
４
３
４
４

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
の
掘
り
起
こ
し
調
査
実
施
に
つ
い
て

た
め
、千
葉
県
は
、10
月
よ
り
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
対
象
者
に
は
調
査
用
紙
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
対
象　

�

昭
和
５2
年
3
月
以
前
に
建

て
ら
れ
た
事
業
用
建
物
の

所
有
者

◆
調
査
内
容　

�

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
の
有

無
他
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ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
通
称
サ
ポ
ス
テ
）
で
は
、

1５
歳
か
ら
39
歳
の
若
者
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就

職
活
動
等
の
悩
み
な
ど
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
利
用
料
無
料
）。

◆
と　
き　

�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
（
年
末

年
始
、
祝
日
を
除
く
）

◆
と
こ
ろ　
茂
原
市
役
所
９
階

　
　
　
　
　
（
茂
原
市
道
表
１
番
地
）

■ 

問
合
せ　
ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
☎
�
５
５
１
５

若
者
就
労
支
援
機
関 

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
テ
ラ
イ
ト
市
原
の
ご
案
内

　
市
原
市
内
で
月
４
回
、
相
談
業
務
等
を

行
っ
て
い
ま
す
（
利
用
料
無
料
）。
第
１・

３
火
曜
日
は
個
別
相
談
の
他
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ　

　
第
１
火
曜
日

　
　

�

市
原
青
少
年
会
館
２
階
小
会
議
室

（
市
原
市
八
幡
宿
１
１
２
６
－
１
）

　
第
２・
３・
４
火�

曜
日

　
　

�
市
原
市
勤
労
会
館（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ホ
ー
ル
）

２
階
第
１
会
議
室
（
市
原
市
更
級
５

－
１
－
18
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

▲ 受領証

　
７
月
の
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
兵
庫

県
宍
粟
市
に
対
し
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
募
金
を
取
り
ま
と
め
、
義
援
金
と
し

て
40
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。
宍
粟
市
長
か

ら
受
領
証
と
御
礼
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

■ 

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

宍
粟
市
へ
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た

　
狩
猟
期
間
は
、
11
月
1５
日
か
ら
平
成
31

年
2
月
1５
日
で
す
。

　
狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
な
狩

猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 ■ 

問
合
せ　
千
葉
県
庁
自
然
保
護
課　
☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
９
７
２

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　
野
外
で
活
動
す
る
場
合
は
、
目
立
つ
服

装
を
着
用
し
、ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な
ど
、

事
故
防
止
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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千葉県生涯大学校学生募集
◆応募要件　健康、仲間作り、社会参加に興味がある、千葉県在住の 60歳以上の方
◆募集期間　12月 28日（金）まで
◆願書配布場所　生涯大学校各学園、町福祉健康課、各地域振興事務所など
※郵送希望者
　140円切手を貼った返信用封筒（角２）を同封し、下記へ郵送
　〒 260-0801　千葉市中央区仁戸名町 666-2
※県庁ホームページからも入手できます。
【問合せ】　千葉県生涯大学校事務局　☎ 043（266）4705

一松工房「味噌まつり」
　地元産原材料にこだわった自家製味噌を使った商品の販売、模擬店の出店をおこないます。
◆と　き　12月 1日（土）午前 10時から午後 2時
◆ところ　一松工房　長生村一松丙 4343-1
【問合せ】　一松工房　☎（32）6631

行政書士による無料相談会
◆と　き　12月 9日（日）午前 10時から午後 2時
◆ところ　中央公民館　視聴覚室
◆相談内容　�相続手続きと遺言書作成、農地法・宅地開発手続き、成年後見制度に関すること、各種契約

書と内容証明郵便の作成など
【問合せ】　千葉県行政書士会長夷支部相談員　行政書士　森田俊介　☎ 090（7417）8330

イノシシから緑米を守る ～一宮ネイチャークラブ～
　町内ではすっかり稲刈りが終わっていますが、私たちが育てて
いる晩稲の緑米は、10月中頃まで元気に稲穂を伸ばしています。
それを狙ってやってくるのが、イノシシです。被害を防ぐため、
ネットを張ったり、電気柵をめぐらすなど対策を講じています。
昨年、イノシシ対策の講演会を催した際にも、たくさんの地域の
方のご参加を頂き、関心の高さが伺えました。
　秋、松子から洞庭湖へ続く遊歩道にはヨメナ、リュウノウギク、
ゲンノショウコなどが咲き、これからはワレモコウや草木の紅葉
が見られます。ひっそりと静まりかえる初冬の散歩道も、とても
趣深いものです。

12月 2日（日）収穫祭（収穫した緑米でおもちをついたり、お正月の縄飾りを作ります）
　
【問合せ】　代表：吉田　☎（42）6784　　事務局：矢澤　☎（42）7388
　　　　　Facebook「一宮ネイチャークラブ」で検索して下さい。
　　　　　会員募集中 !!

自動車税の滞納処分を強化中
『自動車税の滞納は見逃しません！』
　千葉県は、自動車税の未納額の縮減のため、10月から 5月まで
を滞納整理強化期間とし、給与・預金・自動車などの差押えを一層
強化します。
　自動車税を納められていない方は、至急納付してください。
【問合せ】　茂原県税事務所収税課　☎（22）1721
　　　　　茂原県税事務所大多喜支所　☎ 0470（82）2214 ▲ 差押え自動車の引揚げ例
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　今回は ｢事前に知っておきたい老年症候群について ｣のお話です。

　老年症候群とは、加齢に伴う心身の機能低下で、診察や介護を必要とする症状や徴候の総称です。

　なるべく早めに気づいて対処したいものを紹介していきます。今回は第 1回目になります。

不眠　　～外出の機会を増やし、睡眠リズムを整える～
高齢前期の不眠は、悩みがあるなど自分で原因が思い当たることが多いですが、高齢後期になると、

慢性疾患の影響や睡眠リズムの変化などで起こる場合が出てきます。外出や社会交流の機会を増や

す、デイサービスなどを利用することで睡眠リズムを整えていくようにしま

しょう。

うつ病やうつ状態の場合もあります。家族との別れ、退職などの喪失体験が原

因で不眠になることも多く、孤立しないように配慮が必要です。高齢者のうつ

病は認知症と間違われる場合が多いので早めの受診をお勧めします。

転倒・歩行障害
～気づいたら早めの受診を～

歩行は、筋肉や骨、関節等の運動器系

と、抹消運動神経、小脳などの神経系

が協調しながら制御されており、それ

らの系統に何らかの障害が起きると転

倒や歩行障害が起こります。パーキン

ソン病などの病気が原因の場合も少な

くありません。歩き方が変わっても本

人は気づかないことが多いので、気づ

いた人が受診を勧めてください。

失禁　～放置しているうちに生活が不活発に～
尿意を感じた時、トイレまで我慢できずに漏らしてし
まう切迫性尿失禁と、咳をしたり笑ったりしたときに
腹圧が上がって起こる腹圧性尿失禁が多いです。年だ
から・・と放置されがちですが、外出がおっくうにな
るなど生活が不活発になりやすくなります。
このような症状がある場合は泌
尿器科等の受診をお勧めします。
何らかの病気が原因で起こる場
合は治療して改善することもあ
ります。

【問合せ】　地域包括支援センター　☎（40）1055

すすまま いいるる介護コーナー介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

弁護士による法律相談
そ う だ ん ご と

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

人  権  行  政  相  談
◆と　き　12月６日（木）
　　　　　午前 10時から

午後３時
◆ところ　保健センター　３階
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要
【問合せ】
　総務課　☎（42）2112

◆と　き　12月 18日（火）
　　　　　午後１時 30分
　　　　　から午後３時 30分
◆ところ　保健センター　３階
◆対　象　�町内在住または在勤

の方
※要予約　１人 20分
【問合せ】
　総務課　☎（42）2112

町  長  室  開  放  日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・意
見など「生の声」を直接、町長が
お聴きします。
◆と　き　12月 13日（木）
　　　　　午後１時30分から午後５時
※要予約　１人 30分
【問合せ】
　秘書広報課　☎（42）2175
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映画会・誕生会に
　親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　12月 19日（水）
　　　　　午前 10時から
◆内　容
　『わんわん火事だわん』他

誕生会
◆と　き　12月 20日（木）
　　　　　午前 10時から
※要予約（月〜金曜日）

庭を開放しています

　保育所の庭で遊びませんか？す

べり台・ぶらんこ・ボールや砂場

遊び玩具などがあります。

◆と　き　午前9時から午後3時

　　　　　（月〜金曜日）

※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所親子教室「ひよこ組」
　育児・栄養相談・看護師による
身体計測も行っています。ぜひお
気軽に遊びに来てください。
◆と　き
　午前 10時から午前 11時

（午前 9時 45分から受付）
　12月 4日（火）15組
　　『クリスマスバッグをつくろう』
　12月 18日（火）15組
　　『もうすぐクリスマス、サンタとあそぼう』
※要予約（月〜金曜日）
※駐車場 10台可能
※�お申込みは前日までにお願いし
ます。保育所入所前のお子さん
でしたらどなたでもご参加いた
だけます。

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　12月７日（金）
　　　　　午前 10時から正午
※�要予約（月〜金曜日）

絵本の貸出をしています
　保育所入所前の親子の皆さんを
対象に絵本の貸出をします。
　子どもたちは絵本が大好きです。
絵本は子どもの成長には欠かせな
いものです。小さい頃に見た絵本
は一生の宝物。
【12月のテーマ】
『冬がやってきた！パート１』
　みんな楽しみ !! クリスマスの
時期がやってきました。クリスマ
スといえば、サンタクロース、プ
レゼント、ケーキ…考えただけで
ワクワクしますね！この時期なら
ではのお気に入りの絵本を見つけ
てみませんか？
　お子さまがグッとくる１冊をぜ
ひ、はらっぱ文庫に探しに来てく
ださい。
◆と　き　午前９時から午後４時
　　　　　（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

　在宅の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。お弁当も食べら
れますので、ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間　月〜金曜日　午前 9時から午後 3時　予約は要りませんが、登録をしていただきます。
　（ランチタイム正午から午後 1時　食事前に絵本の読み聞かせがあります。）
今月のイベント（要予約）※予約は１ヶ月前から受け付けます。
○　手話と一緒に遊ぼう（1歳から）　12月 6日（木）午前 10時 30分から
○　おおぞらクリスマス会（1歳から）　12月 19日（水）午前 10時 30分から
○　クリスマス製作週間　12月 10日（月）から 12月 14日（金）　※予約不要
【予約・問合せ】　子育て支援館「おおぞら」☎（42）7424

　東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。
絵本やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月〜金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
○　たまひよ部（毎月１回開催）12月 20日（木）午前 10時 30分から　参加費 300円（お茶お菓子付き）
　　妊婦さんからベビー、よちよち歩きのお子さんとママ。みんなで楽しくおしゃべりしましょう♪
【イベントに関する問合せ】　マミーウェイたまひよ部　☎ 050（3577）1335　tamahiyo@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　☎（36）7726

お 知 ら せ
公立いちのみや保育所からのごあんない

子育て支援館「おおぞら」

子育て支援室「しおかぜ」

楽しく安全な遊びをしながら、お子さんの成長のお手伝いをします。
入所前の親子の皆さん、お気軽にいちのみや保育所にお申込みください。

【予約・問合せ】
　いちのみや保育所
　　☎（42）2514

一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則
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一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則

№ 42

「第５回一宮町ボランティア福祉フェスティバル」にご来場いただきありがとうございました
　今年度は中央公民館を会場にこども祭り事業を併せて行いました。今回は、そのフェスティバル
の模様をご紹介します。

≪開催の目的≫
　一宮町社会福祉協議会及び一宮町ボランティアセンターは、地域福祉の推進をはかり、ボランティ
ア窓口として様々な活動を行っています。「一宮町ボランティア福祉フェスティバル」をきっかけに
その活動を広く町民の皆さんに知っていただくことと、町内へ住む子ども達が、幼い頃から福祉や
ボランティア活動に触れる機会を作り、楽しみながら活動を学ぶことを含め、地区社会福祉協議会
及びボランティアセンター登録団体、地元企業、子育て支援に係る団体や地域住民の協力のもとに
参加者がふれあい、交流できることにより地域の人々の絆が作れることを目的としています。
≪福祉施設・企業のみなさんによる出店≫
一宮町地域支援ネットワーク協力事業者や福祉施設から多くの出店をいただきました。

≪こども祭り会場≫
いちのみや保育所、一宮町子ども会、138子育てネットワーク、ＮＰＯ法人すっぱぁの 4団体に出店をいただきました。

子ども向けの日本赤十字社の活動や共同募金の紹介コーナーを設けました。 ≪ミニ SL＆縁日コーナー≫

≪アトラクションコーナー≫ ≪ボっくん＆いっちゃん≫

～お知らせ～
一宮町ボランティアセンターキャラクター
一宮ボっくん寄附金付きボールペン　1本 200円
一宮ボっくん寄附金付きミニタオル　1枚 300円
　　　　　社会福祉協議会にて好評発売中！

≪ボランティアセンター登録団体等による出店≫
一宮町ボランティアセンター登録団体等多くの出店がありました。
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　最近、麻しん（はしか）や風しんの感染者が増加しています。麻しん・風しんの感染予防に努
めましょう。
�麻しん（はしか）とは�
・症状：�38℃前後の発熱、咳、鼻水、くしゃみ、結膜の充血などが２〜４日続き、解熱後再び

39℃以上の高熱と発疹がでます。肺炎や中耳炎を合併しやすく、1000 人に１人の割
合で脳炎を発症するといわれています。

・感染経路：�空気感染で、感染力は非常に強く、免疫を持っていない人が感染するとほぼ
100％発症するといわれています。

�風しんとは�
・症状：�感染すると発疹、リンパ節のはれがでます。症状が出現しない場合も 15〜 30％存在

するといわれています。風しんの抗体を持たない、妊娠 20週頃までの妊婦が感染する
と、風しんウイルス感染が胎児におよび、先天異常を含む様々な症状を発症する先天性
風しん症候群が出現することがあります。

・感染経路：菌の含まれた咳やくしゃみなどによって感染する飛沫感染です。
�麻しんおよび風しんの予防対策�
・�麻しんや風しんを疑う症状が現れた場合は周囲への感染を防ぐため、必ず事前に医療機関に電
話連絡でその旨を伝え医療機関の指示にしたがって受診しましょう。
・�麻しんおよび風しんには予防接種が有効です。予防接種を２回受けていない方や予防接種歴が
不明な方は、かかりつけ医などに相談の上、抗体検査や予防接種を検討しましょう。また、幼
児期のお子さんは、定期予防接種を受けましょう。

��麻しん（はしか）・風しんの感染予防��
保 健 セ ン タ ー だ よ り

　根菜はよくこすり洗いしてから、皮付きのままみじん切りにしてつか
います。食物繊維豊富なカレーです。
　水のかわりにトマトジュースで煮込みます。
　色々な野菜から美味しいエキスがたっぷり出るのでルーが少なくても
美味しく出来ますよ♪

〈作り方〉
①　�にんにくと玉ねぎは皮をむき、みじん切りにする。
②　�生姜、ごぼう、はす、人参はよくこすり洗いし、汚いところを
取り除き皮のままみじん切りにする。

③　�厚手の鍋にサラダ油・にんにく・生姜を入れてから火を付け、
香りが立って香ばしい色になったらカレー粉を加え炒める。

④　�ごぼう⇒はす⇒人参⇒ひき肉⇒玉ねぎの順に加えながら炒める。
⑤　�トマトジュースを加えて弱火で炒めながら煮込む。カレールー、
ケチャップ、ソースを加え、
味を見てカレー粉で味を調え
て出来上がり

〈材料〉　　　〈２人分〉
にんにく　　　　　２カケ
生姜　　　　　　　２カケ
サラダ油　　　　　大さじ１
カレー粉　　　　　大さじ１
豚ひき肉　　　　　３００ｇ
ごぼう　　　　　　１本
はす　　　　　　　小１節
人参　　　　　　　１本
玉ねぎ　　　　　　２個
カレールー　　　　２かけら
無塩トマトジュース　　４００㏄
ケチャップ　　　　大さじ３
ソース　　　　　　大さじ１

１人分��342キロカロリー
塩分　0.6g

11 月のレシピ　エコドライカレー

一宮町食生活改善会
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保健センター
【問合せ】  福祉健康課（保健センター）  ☎（4 0 ） 1 0 5 5の行事12月

名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

2 歳 児 歯 科 健 診
７ 日 （金）

受付 13：00 〜 13：1５ 平成 28年 9月生まれ

保

健

セ

ン

タ

ー

3 歳 児 健 診 受付 13：1５ 〜 14：00 平成 27年 7月〜 9月生まれ

ママとパパの料理教室 12日 （水） 受付 9：20 〜 9 ：30 小学生以下の子どもの保護
者の料理教室

乳 児 相 談 13日 （木） 受付 13：1５ 〜 14：00
4ヶ月児・７ヶ月児・12ヶ月児
※７ヶ月児と保護者の方には、あわせて
　『ブックスタート』があります。

育 児 相 談（ 予 約 制 ）
14日（金）

9：00 〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

食 生 活 改 善 会
地区伝達料理講習会 受付 9：20 〜 9 ：30 町内在住の希望者

（お問合せください）

献 血 19日 （水） 受付 10：00 〜 11：4５
13：00 〜 16：00 希望者（ご協力をお願いいたします）

親 子 ふ れ あ い 教 室 20日 （木）
9 ：30 〜 10：30 あそびの教室

１歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10：4５ 〜 11：4５ あそびの教室
０歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

あ そ び の 広 場

3 日 （月） ・ 4 日 （火） ・ ５ 日 （水）
6 日 （木） ・ 10日 （月） ・ 11日 （火）
12日 （水） ・ 1７日 （月） ・ 18日 （火）
19日 （水） ・ 21日 （金） ・ 2５日 （火）
26日 （水） ・ 2７日 （木）

9 ：30 〜12：00
13：00 〜16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
19日（水）11：00〜11：30　ボランティア「赤とんぼ」
21日（金）10：30〜11：30　ボランティア「ゆりかご」

け ん こ う 運 動 教 室

3 日 （月）

受付 13：10 〜 13：20

65歳以上の希望者（筋力バランスアップ体操）

保健センター14日 （金） 〃 （元気アップ体操）

2５日 （火） 〃 （リズム体操）

東浪見けんこう運動教室
6 日 （木）

受付 9：4５ 〜 10：00
65歳以上の希望者（元気アップ体操）

東 浪 見
コミュニティ
セ ン タ ー

20日 （木） 〃 （ワハハ！時間）

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくは保健センターにお問い合わせください。



●ゴミ収集コース
１コース（１区〜 10区）　２コース（11区〜 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　３コース（綱田〜新熊・新浜）
休： 休日当番医（9：00 ～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ

するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。
（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）
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日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
ふるさとバンドファミリーコンサート

休�長生診療所
☎（32）3303

親子教室「ひよこ組」 人権行政相談
定例議会 子育て相談室「コアラ組」

9 10 11 12 13 14 15
行政報告会・上総一ノ宮駅
東口設置工事説明会

休�清水医院
☎（42）2950

町長室開放日 パラスポーツ講演会

16 17 18 19 20 21 22

休�秋場医院
☎（42）3323

法律相談
親子教室「ひよこ組」 小中学校終業式

23 24 25 26 27 28 29

休�津谷クリニック
☎（32）5645

休�長生八積医院
☎（32）3282

心配ごと相談

30 31

休�よねもと整形外科
☎（40）1065

休�藤島クリニック
☎（47）3056

燃 え る
ゴ 　 ミ
３コース
燃えないゴミ

１コース
粗大ゴミ

２コース
粗大ゴミ

２コース
燃えないゴミ

３コース
粗大ゴミ

１コース
燃えないゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

３コース
資源ゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ
１コース
資源ゴミ

２コース
資源ゴミ

今月の納期
期日までに納めましょう。 プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000

直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 〜翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

☎（24）1010 （中央消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・受付時間 19：45 〜 22：45
　茂原市八千代 1-5-4（消防署裏）☎（24）1010

夜間急病診療テレフォン案内  ☎（24）1011 （19：00 〜翌朝６：00）

こども急病電話相談

夜間急病診療所

固 定 資 産 税（第 ３ 期）
国民健康保険税（第 ６ 期）
介 護 保 険 料（第 ６ 期）
後期高齢者医療保険料（第 ６ 期）

無料観光お買い物循環バス

いちのみや
広報カレンダー 2018

いちのみや 1212
※カレンダーは 12 月の予定です。

町の図書室休

12月25日（火）

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休 無料観光お買い物
循環バス

無料
観光お買い物
循環バス


